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■ダカール2012 完走率
部門 クラス 参加台数 完走台数 完走率

市販車
ガソリン 0 － －

ディーゼル 17 8 47％
17 8 47％

改造車 144 70 49％
４輪 161 78 48％
２輪 212 108 51％
カミオン（トラック） 74 60 81％
合計 447 246 55％
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ア
フ
リ
カ
か
ら
南
米
に
舞
台
を
移
し
て

４
年
目
の
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
。
今
年
の
開

催
地
は
こ
れ
ま
で
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ

リ
の
ほ
か
に
新
た
に
ペ
ル
ー
が
加
わ
り
、

ま
た
未
知
な
る
戦
い
の
地
が
待
ち
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
１
号
車
を
駆
る
の
は
三
橋
淳

／
ア
ラ
ン
・
ゲ
ネ
ッ
ク
（
フ
ラ
ン
ス
）
組
。

２
人
は
２
０
１
１
年
大
会
時
と
同
じ
コ
ン

ビ
で
、
市
販
車
部
門
７
連
覇
達
成
を
目
指

す
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
格
で
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
１
月
１
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

TLCの挑戦
新たなる時代へ
ダカールラリー市販車部門の連覇を続けるTLC
今大会で惜しくも記録更新はできなかったが
戦いはこれで終わったわけではない
TLCはさらに高い目標を目指すことになったのである

王座奪還に向け、より高みを見据えて誓うリベンジ

ン
の
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
を
ス
タ
ー
ト

し
た
三
橋
／
ゲ
ネ
ッ
ク
組
は
Ｓ
Ｓ
終
盤
の

砂
丘
で
タ
イ
ヤ
が
ホ
イ
ー
ル
の
リ
ム
か
ら

外
れ
る
「
リ
ム
落
ち
」
に
見
舞
わ
れ
て
タ

イ
ム
ロ
ス
。
砂
丘
で
高
い
グ
リ
ッ
プ
力
を

得
る
べ
く
空
気
圧
を
下
げ
た
状
態
の
タ
イ

ヤ
に
大
き
な
力
が
掛
か
る
と
起
き
る
こ
と

の
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
だ
が
、
翌
２
日
に
も
発

生
す
る
な
ど
、
い
き
な
り
出
鼻
を
く
じ
か

れ
る
格
好
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
２
人
は
３
日
に
は
市
販
車
部

門
の
Ｓ
Ｓ
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を
記
録
し
て
気

を
吐
き
、
累
計
順
位
の
同
部
門
首
位
に
浮

上
。
そ
の
後
も
目
の
前
に
転
倒
し
た
二
輪

参
加
者
を
避
け
て
ス
タ
ッ
ク
し
た
の
を
は

じ
め
、
酷
暑
の
フ
ィ
ア
ン
バ
ラ
砂
漠
で
水

温
上
昇
に
見
舞
わ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
を
冷
ま

す
た
め
Ｓ
Ｓ
中
に
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
ほ
か
、
砂
丘
の
斜
面
で
Ｔ
Ｖ
ク
ル
ー
の

車
両
と
接
触
し
て
前
後
２
本
同
時
に
パ
ン

ク
す
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
は
例
年
以
上
に
頻

■ダカール2012 TLC累計順位
１号車（No.339）三橋 淳／アラン・ゲネック

市販車部門準優勝（２位）
２号車（No.342)寺田 昌弘／田中 幸佑※１

第４ステージにてリタイア
クラス※２ 市販車部門※３ 総合 クラス 市販車部門 総合

１月１日（日）
第１ステージ ３位 ３位 67位 ２位 ２位 63位

１月２日（月）
第２ステージ ２位 ２位 38位 ３位 ３位 43位

１月３日（火）
第３ステージ １位 １位 30位 ３位 ３位 35位

１月４日（水）
第４ステージ １位 １位 28位 ８位 ８位 66位

１月５日（木）
第５ステージ １位 １位 25位

第４ステージにてリタイア

１月６日（金）
第６ステージ １位 １位 25位

１月７日（土）
第７ステージ １位 １位 23位

１月９日（月）
第８ステージ １位 １位 24位

１月１０日（火）
第９ステージ １位 １位 22位

１月１１日（水）
第１０ステージ １位 １位 22位

１月１２日（木）
第１１ステージ １位 １位 20位

１月１３日（金）
第１２ステージ ２位 ２位 24位

１月１４日（土）
第１３ステージ ２位 ２位 25位

１月１５日（日）
第１４ステージ ２位 ２位 25位

※１ トヨタ車体従業員ナビゲーター
※２ 市販車部門ディーゼルクラス
※３ 市販車部門（ガソリンクラスとディーゼルクラスを合わせたカテゴリー）

  ■改造車
速く走ることを目的に改造を
施した車。量産車を改造した
ものから、ボデーからエンジ
ンまで全ての部品を専用に
作ったプロトタイプまで含む

■市販車
量産車にロールバー・大容量
燃料タンクなどの「安全に走
る」ための装備を追加した車。
主要部品の交換が禁止され
ている市販車部門で2位
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２
号
車
は
２
０
１
１
年
と
同
じ
く
寺
田

昌
弘
と
ト
ヨ
タ
車
体
社
員
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

の
田
中
幸
佑
と
の
コ
ン
ビ
で
臨
ん
だ
。

　

国
内
訓
練
や
フ
ァ
ラ
オ
ラ
リ
ー
へ
の
実

戦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
奏
功
し
て
、
競
技
初

日
サ
ン
タ
・
ロ
サ
へ
の
Ｓ
Ｓ
で
総
合
63
位

／
市
販
車
部
門
２
位
と
快
調
な
滑
り
出
し
。

続
く
１
月
２
日
に
設
定
さ
れ
た
砂
丘
区
間

も
ス
タ
ッ
ク
な
し
で
ク
リ
ア
。
３
日
の
サ

ン
・
ホ
ア
ン
へ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
Ｓ
Ｓ
総

合
33
位
／
市
販
車
部
門
２
位
に
つ
け
、
同

部
門
の
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を
記
録
し
た
１
号

車
と
と
も
に
Ｓ
Ｓ
ワ
ン
・
ツ
ー
を
飾
る
な

ど
、
順
調
な
進
捗
を
印
象
づ
け
た
。

　

し
か
し
好
事
魔
多
し
。
翌
日
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
チ
レ
シ
ト
へ
向
か
う
行
程
の
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
区
間
で
２
号
車
は
激
し
く
転
倒

を
喫
す
る
。
幸
い
乗
員
に
怪
我
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
Ｓ
Ｓ
を
走
り
き
っ
て
夜
半
に
ビ

バ
ー
ク
に
到
着
し
た
。
だ
が
車
両
は
安
全

装
備
と
し
て
競
技
参
加
に
不
可
欠
な
ロ
ー

ル
バ
ー
が
一
部
折
損
す
る
な
ど
の
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
お
り
、
チ
ー
ム
は
修
復
不
能

と
判
断
。
残
念
な
が
ら
５
日
の
競
技
に
は

出
走
せ
ず
、
無
念
の
リ
タ
イ
ア
と
な
っ
た
。

だ
が
、
昨
年
を
上
回
る
順
位
で
序
盤
を
走

行
す
る
な
ど
、
そ
の
実
力
を
示
し
た
。

色々なトラブルに見舞われましたが、首位
の座を挽回できなかったのはドライバーで
ある自分の責任。序盤戦でリム落ちを繰り
返すなど、我々に有利な行程で十分なマー
ジンを稼いでおけなかったのが大きいです。
予想外のトラブルがあったとはいえ、チャ
ンスもあったはずです。私は、来年のリベ
ンジに向けてすでに進んでいます！　ご声
援ありがとうございました。

2012年のダカールラリーでは、もっと良
い成績を残したかったのですが、技術的に
も、レースの運びが、望んでいた結果とは
異なってしまいました。とても残念でした
が、またチャレンジしたい思いでいっぱい
です。今回起きたトラブルを分析し、今後
に生かしたいと思っています。

初日より順調に走っていました
が、４日目の中盤で転倒し、リ
タイアとなってしまいました。
チームに貢献できなかったこと
が悔やまれます。今回の経験を
糧にもっと成長していきます。

４日目のリタイアは瞬時の判断
が大きく影響してしまいました。
たくさんの皆様に支えられてこ
こまで来ることができましたが、
この悔しさを今後につなげて、
チームに貢献していきたいです。

　今回のラリーは序盤の2号車の転倒をはじめ、1号車も砂丘でスタック
するなど、多くのトラブルが続く展開となりました。しかし、厳しい戦い
の中、ケガも無く元気に活躍してくれたチームメンバーの皆さんには感謝
しています。ラリー最終日、現地でゴールポディウムに上がってくるチー
ムメンバーの顔は、やり遂げた達成感に満ちあふれていました。
　目標であった市販車部門7連覇を達成できなかったことは残念ではあり
ますが、勝ち続けているとさらに改善しようとする意欲は薄れてしまいが
ちです。今回負けたことを、次に大きく飛躍するチャンスと捉え、これか
らの挑戦の原動力にしていきたいと考えています。

　今回のラリーで優勝を逃したのは悔しい
ですが、この結果を受け止め、ラリーで見
つかった課題を克服し、次回ダカールでの
市販車部門王座奪還に向けて新たなチャレ
ンジをスタートしたいと思います。
　また、メンバー全員がチームのためにベ

２号車 (No.342) 1号車 (No.339)

 ドライバー 三橋 淳ナビゲーター アラン・ゲネックドライバー 寺田 昌弘ナビゲーター 田中 幸佑

チーム監督 森 達人 トヨタ車体株式会社 取締役会長 水嶋 敏夫

発
。
だ
が
、
あ
せ
る
こ
と
な
く
ペ
ー
ス
を

保
ち
な
が
ら
、
じ
わ
じ
わ
と
市
販
車
部
門

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ド
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

同
部
門
２
位
の
ザ
ビ
エ
・
フ
ォ
ジ
組（
ス

ペ
イ
ン
、
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

プ
ラ
ド
１
５
５
）
に
対
す
る
タ
イ
ム
差
は
、

後
半
戦
２
日
目
の
10
日
に
は
１
時
間
43
分

に
ま
で
拡
大
す
る
。
だ
が
翌
11
日
に
は
難

易
度
の
高
い
チ
リ
で
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
で

約
40
分
の
ミ
ス
コ
ー
ス
を
喫
し
た
う
え
、

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
が
破
損
し
て
冷
却
水
が
漏

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
Ｓ
Ｓ
中
の
修
復

作
業
に
よ
り
そ
の
差
は
58
分
に
縮
ま
っ
て

し
ま
う
。

　

そ
し
て
ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
２
日
を
残
す

ば
か
り
と
な
っ
た
13
日
、
最
大
の
難
関
と

な
っ
た
ペ
ル
ー
の
ナ
ス
カ
へ
の
ス
テ
ー
ジ

を
走
行
中
に
再
び
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
ト
ラ

ブ
ル
が
襲
っ
た
。
砂
丘
の
中
で
約
40
分
を

か
け
て
な
ん
と
か
応
急
措
置
を
施
し
、
走

り
出
し
た
三
橋
／
ゲ
ネ
ッ
ク
組
だ
っ
た
が

直
後
に
大
き
な
ス
タ
ッ
ク
を
喫
し
て
し
ま

う
。
こ
の
脱
出
に
時
間
を
要
し
て
フ
ォ
ジ

組
に
逆
転
を
許
し
て
し
ま
い
、
累
積
順
位

は
１
時
間
10
分
差
の
２
位
に
後
退
し
た
。

　

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
１
号
車
は
残

り
２
日
間
の
Ｓ
Ｓ
を
冷
静
か
つ
果
敢
に
ア

タ
ッ
ク
。
そ
し
て
連
続
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を

記
録
し
て
リ
マ
に
ゴ
ー
ル
し
た
が
、
縮
め

る
こ
と
が
で
き
た
タ
イ
ム
差
は
わ
ず
か
で

再
逆
転
は
果
た
せ
ず
。
惜
し
く
も
優
勝
に

は
届
か
な
か
っ
た
が
総
合
25
位
／
市
販
車

部
門
２
位
と
、
堂
々
の
成
績
で
競
技
を
終

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ストを尽くしてくれたことには心より感謝しています。次回は多大
なご協力を頂いているスポンサーの方々、そして大きな声援を送っ
て頂いた皆様の期待に添える結果が出せるよう、気持ちを切り替え
て準備を進めていきたいと考えております。
ご声援ありがとうございました。

　今年度は震災の影響もあり、海外訓練を中止
するなど、チームにとって厳しい条件の中で、
準備を進めて参りました。そのような環境の中、
チーム全員が力を合わせて今大会に臨み、全力
で戦い抜いてくれたことでTLCの結束力は更
に強固なものとなったことを実感しております。

チーム代表 太田 力

　目標であった市販車部門７連覇に手が届かなかった悔しさを、次回ラ
リーでの市販車部門優勝奪還への力に変え、新たな連覇のスタートを切
りたいと考えております。
　応援頂いた皆様には申し訳ない結果となりましたが、TLCがさらに
前進するためにも、今後も変わらぬご声援を宜しく御願い申し上げます。
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世界一過酷なラリーへの
あくなき挑戦

ある青年のひとことで始まった冒険は
やがて世界で一番過酷な競技へと発展していく
そこにあるのは限界へチャレンジする向上心

TLCもそれを胸にまた次のダカールにアタックする

チームは世紀をまたぎ、1998
年から2003年まで連覇を果た
す活躍をみせた。

2009年、ランド
クルーザー200が
デビュー。初陣を
優勝で飾った。

元F1ドライバーの片山右京氏
もダカールに挑戦。

初挑戦は1995
年、１台体制でク
ラス４位を獲得。

２台体制で挑戦した２年目で早く
もクラス優勝。もう１台も２位に
入り、ワン・ツーを達成する。

2005年からTLC
へ。３台体制で見
事1-2-3フィニッ
シュを成し遂げた。

2010年、厳しい経済情勢の中、

ダカールラリー提唱者、
ティエリー・サビーヌ。

主催者のオフィシャルカーにランクルが使用された。

一群の車両による先陣争いはダカールの象徴的なシーン。

多くの車両であふれるビバーク地は、参加者のオアシス。

ダカールの戦いの場は砂漠だけではない。

懐かしい昔のランドクルーザーの姿も。

　

乗
り
物
は
何
で
も
良
い
か
ら
パ
リ

か
ら
ダ
カ
ー
ル
ま
で
競
争
し
よ
う
、

と
テ
ィ
エ
リ
ー
・
サ
ビ
ー
ヌ
が
呼
び

か
け
て
１
９
７
９
年
に
始
ま
っ
た
ダ

カ
ー
ル
ラ
リ
ー
（
通
称
パ
リ
ダ
カ
）。

当
時
幾
つ
か
存
在
し
た
冒
険
ラ
リ
ー

と
同
じ
く
、
当
初
は
「
旅
」
の
要
素

が
強
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
間
も
な
く
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
色
彩
が
強
ま
っ
て
第
３
回

大
会
か
ら
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
（
世
界
自
動
車

連
盟
）
の
公
認
競
技
に
。
こ
れ
を
機

に
著
名
選
手
が
多
数
参
加
し
た
こ
と

で
知
名
度
を
大
き
く
高
め
、
世
界
的

な
イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
し
た
。
と
り

わ
け
80
年
代
後
半
の
「
パ
リ
ダ
カ
」

は
北
西
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
地
帯
を
舞

台
に
３
週
間
で
１
万
数
千
㎞
を
走
破

す
る
厳
し
い
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
、

完
走
率
が
20
％
を
切
る
こ
と
も
。
こ

れ
に
よ
り「
世
界
一
過
酷
な
ラ
リ
ー
」

と
称
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
高

い
堅
牢
性
と
走
破
性
を
備
え
た
ト
ヨ

タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
は
ラ
リ
ー

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
、
選
手

は
も
ち
ろ
ん
主
催
者
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
カ
ー
と
し
て
も
絶
対
的
な
信
頼
を

築
い
て
い
っ
た
。

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
前
身
に
あ
た
る
ア
ラ
コ

（
当
時
）
の
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
挑
戦

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
９
５
年
。

以
来
ラ
ン
ク
ル
量
産
車
の
性
能
の
高

さ
を
実
証
す
る
べ
く
一
貫
し
て
市
販

車
部
門
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ク
ラ
ス
に
参
戦

を
続
け
、
２
０
０
４
年
に
ト
ヨ
タ
車

体
と
ア
ラ
コ
の
車
両
事
業
が
統
合
さ

れ
た
の
を
機
に
現
体
制
の
Ｔ
Ｌ
Ｃ
が

そ
の
活
動
を
受
け
継
い
だ
。

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
は
そ
の
初
戦
の
05
年
大
会

で
ガ
ソ
リ
ン
／
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
含

め
た
市
販
車
部
門
の
１
、
２
、
３
位

独
占
を
果
た
し
、
以
後
同
部
門
で
の

勝
利
を
重
ね
て
い
く
。
今
大
会
の
結

果
に
よ
り
連
覇
は
６
で
止
ま
っ
た
が
、

チ
ー
ム
は
今
回
の
結
果
を
さ
ら
な
る

飛
躍
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
受
け
止
め
、

前
向
き
に
取
り
組
む
覚
悟
だ
。

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
と
し
て
初
参
戦
し
た
05
年

か
ら
で
も
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の
様
相

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
舞
台
は
北
ア

フ
リ
カ
か
ら
南
米
へ
移
り
、
砂
丘
の

難
し
さ
の
「
質
」
も
変
化
。
近
年
の

競
技
日
数
・
距
離
の
短
縮
傾
向
は
戦

略
面
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ

ら
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
が
姿
を

消
し
、
実
質
的
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
同

士
の
戦
い
と
な
っ
た
市
販
車
部
門
に

於
け
る
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
…
…
。
こ
う

し
た
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
栄
冠
を

勝
ち
取
っ
て
き
た
Ｔ
Ｌ
Ｃ
だ
が
、
今

回
改
め
て
す
べ
て
を
見
つ
め
な
お
し
、

基
礎
か
ら
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
チ
ー

ム
は
よ
り
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

首
位
奪
還
を
目
指
し
、
新
た
な
連
覇

の
ス
タ
ー
ト
と
す
る
べ
く
参
戦
す
る

２
０
１
３
年
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
が
待

ち
遠
し
い
。

■TLC過去の成績
年度 成績 車両 ドライバー／ナビゲーター 個別成績 競技区間
1995 ４位 ランドクルーザー80 浅賀 敏則／伊藤 健司 ４位 グラナダ～ダカール

1996 優勝 ランドクルーザー80 浅賀 敏則／伊藤 健司 ２位 グラナダ～ダカールジェラール・サラザン／藤沢 隆 １位

1997 ２位 ランドクルーザー80 浅賀 敏則／伊藤 健司 ２位 ダカール～アガデス～ダカールジェラール・サラザン／藤沢 隆 リタイア

1998 優勝 ランドクルーザー80 浅賀 敏則／伊藤 一 ２位 パリ～グラナダ～ダカールジェラール・サラザン／藤沢 隆 １位

1999 優勝 ランドクルーザー100 浅賀 敏則／藤沢 隆 ２位 グラナダ～ダカールジェラール・サラザン／ジェラール・トゥルブレ １位

2000 優勝 ランドクルーザー100 浅賀 敏則／藤沢 隆 ２位 パリ～ダカール～カイロジャン-ジャック・ラテ／ジャン-ピエール・ギャルサン １位

2001 優勝 ランドクルーザー100 浅賀 敏則／藤沢 隆 リタイア パリ～ダカールジャン-ジャック・ラテ／ジャン-ピエール・ギャルサン １位

2002 優勝 ランドクルーザー100 浅賀 敏則／荒川 大介 ２位 アラス～マドリッド～ダカールジャン-ジャック・ラテ／ジャン-ピエール・ギャルサン １位

2003 優勝 ランドクルーザー100
浅賀 敏則／荒川 大介 ２位

マルセイユ～シャルム・エル・シェイクジャン-ジャック・ラテ／ジャン-ピエール・ギャルサン １位
片山 右京／ジェラール・トゥルブレ リタイア

2004 リタイア ランドクルーザー100
浅賀 敏則／伊藤 一

リタイア クレルモンフェラン～ダカールジャン‐ジャック・ラテ／サミュエル・ラミ
片山 右京／荒川 大介

2005 優勝 ランドクルーザー100
片山 右京／荒川 大介 ３位

バルセロナ～ダカールジャン‐ジャック・ラテ／ブルーノ・カタルリ ２位
浅賀 敏則／沼田 靖志 １位

2006 優勝 ランドクルーザー100
池町 佳生／荒川 大介 ２位

リスボン～ダカールジャン‐ジャック・ラテ／ブルーノ・カタルリ １位
浅賀 敏則／沼田 靖志 順位なし

2007 優勝 ランドクルーザー100
ジャン‐ジャック・ラテ／ブルーノ・カタルリ リタイア

リスボン～ダカール三橋 淳／三浦 昂 １位
山田 周生／荒川 大介 ３位

2008 大会中止 ランドクルーザー100 三橋 淳／三浦 昂 － リスボン～ダカールジャン‐ジャック・ラテ／ブルーノ・カタルリ

2009 優勝 ランドクルーザー200 三橋 淳／ブルーノ・カタルリ ４位 ブエノスアイレス～ブエノスアイレスニコラ・ジボン／三浦 昂 １位

2010 優勝 ランドクルーザー200 三橋 淳／ブルーノ・カタルリ １位 ブエノスアイレス～ブエノスアイレスニコラ・ジボン／三浦 昂 リタイア

2011 優勝 ランドクルーザー200 三橋 淳／アラン・ゲネック １位 ブエノスアイレス～ブエノスアイレス寺田 昌弘／田中 幸佑 ６位

2012 ２位 ランドクルーザー200 三橋 淳／アラン・ゲネック ２位 マル・デル・プラタ～リマ寺田 昌弘／田中 幸佑 リタイア
※2004年まではアラコとして参戦。2005年以降はトヨタ車体として参戦。
　2004年までは市販車部門ディーゼルクラスでの成績。2005年以降は市販車部門での成績。

TLCダカールラリー挑戦の歴史

1999年に使用車両がそれまでの
ランドクルーザー80から新たに
100が投入される。

この年も前年に続き３台体制でチャレンジし、1-2
位を獲得。２連覇を達成した。

BDF100％で挑み、15時間の大
差をつけて６連覇。

翌年は大会中止で2007年がラ
ンドクルーザー100最後の勝利。

V1 V2 V3

V6V5V4

1995 1996 1999 2002

2004

2005 2006 2007

2009 2010

2011

チームワークで乗り切り勝利を得る。



山田 周生 フォトジャーナリスト

BDFの長距離実験に取り組む山田周生氏が語る

「広がるBDFの大きな未来」
7,883人の廃食油回収協力により
ダカールラリー2012で使用する
約6000LのBDFが完成した

会社食堂、従業員

TLCスポンサー企業

廃食油の回収

精製

ラリーで使用

富士松中学校

環境に関心を持つ学生達

89 8

　2007年から2008年にかけて、車に
100%のバイオディーゼル燃料（BDF）を
入れて未来の代替燃料をテストする地球
一周の実験の旅に出た。「バイオディー
ゼルアドベンチャー」と名付け、車の荷
台に手作りのBDFプラントを積み、旅
先で廃食油を集めて燃料を作りながら走
るというものだった。
　BDFの使用が盛んなヨーロッパでは、
軽油より安価で多くのガソリンスタンド
で購入できるし、アメリカではBDFを
自作する人も多い。政府が推進して
BDFでジェット飛行機すら飛ばす時代
なのである。お隣の韓国では国の政策で
すべての軽油にBDFが混合されている。
CO2の削減、再生エネルギー、コスト
削減などの理由で次世代の代替燃料とし
て今や知られた存在なのだ。
　2009年からは日本のエネルギー事情
を調べるべく、日本一周の旅に出た。そ
こで岩手県を通過中、偶然にも3.11の
東日本大震災に遭遇することになった。
被災地では命を支える物資が不足してい
るにも関わらず、ガソリンが手に入らな
い。私はすぐに廃油を集めてBDFをバ
イオディーゼルカーで精製し、物資を運
ぶ緊急支援を始めた。それから毎日被災

社内やイベントで回収
箱を設置した。また会
社食堂から約3900L
を回収。

BDF100％で完全走破!
環境を考える人の輪でさらに前進するTLCの取り組み

地を駆け巡る日々。混乱する被災地で食
料の次に必要とされたのは、車の燃料や
電源だった。BDFはディーゼル車の燃
料だけでなく、ディーゼル発電機があれ
ば電気も確保できるという利点がある。
こうしてBDFが緊急時に大いに役立つ
ことを、身をもって実証し体験すること
となった。現在もBDFを使いながら中
長期支援活動を続けている。
　化石燃料を大量消費する現在のラリー
において、CO2を増やさない地球に優
しいBDFを使うことはとても意味のあ
ることだと思う。過酷な冒険レースを通
じてBDFの実証データを残し、実用性
と安全性を世の中へ広く発信していくと
いう意味でもTLCの役割は大きい。将
来的にラリー界がBDFのようなエコ燃
料を使ったレースに切り替わっていくこ
ともそう遠くないかもしれない。

2007年からBDFでダカールラリーに挑んできたTLC
今年も多くの環境に配慮する人たちの協力を得て

ついにBDF100％で完全走破を達成
TLCの活動に新たな歴史を刻んだ

バイオディーゼル燃料と世界のエネルギーをリサーチすべく
2006年から始まった「バイオディーゼルアドベンチャー」プ
ロジェクトは５年の歳月が経ち、現在５台目のランクル100と
なり、バイオディーゼル燃料を使ってのべ約20万キロを走行し
ている。2007年ダカールラリーでは自身の強い希望によりト
ヨタ車体で初めてBDFを使って参戦、市販車部門ディーゼルク
ラスで３位入賞。現在は東北被災地でBDFを利用して被災地の
長期支援を行い、3.11から約５万キロを走行している。

トヨタ車体近隣の
小、中学校校内に
回収箱を設け登校
時に生徒が持参。
応援メッセージも
いただいた。

TLCスポンサー企業から温か
いメッセージとともに廃食油
が届いた。

関東学生対応６時間耐久レースで
は、400Lもの廃食油が集まった。

●富士松東小学校
●富士松北小学校
●富士松中学校
●杉並工業高校

廃食油に化学処理
を行うことで、粘
度が高かった廃食
油は軽油に近い物
質に変化する。

１ステージにド
ラム缶約２本

（400L）のBDF
を各ビバークに
持って行き、２
台のラリー車に
給油。余った分
はアシスタント
カーに使用し、
使い切る。

車の中でBDFを自製して走ることができる。

Special Thanks
●全日本学生自動車連盟
　関東支部の皆さん
●地域の方々
●TLCスポンサー企業

まだ震災間もないころバイオディーゼルカーで被災地を行く山田氏。

図2

図1

植物の力を利用することで環境にやさしいBDFのサイクルができる。

BDF 使用だ
とディーゼル
燃料使用時に
比べ、大幅に
CO2を削減。

　

使
用
済
み
の
食
用
油
か
ら
精
製
さ
れ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
は
、
二
酸
化
炭
素
を
増
や
さ
な
い
た
め
地
球
温
暖
化
防
止

に
も
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
T
L
C
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
図
１
）
の
考
え
を
も
と
に
、
ラ
リ
ー
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
使
用
済
み
の
廃
食
油
を
回
収
・
精
製
し
、
ダ
カ
ー
ル
ラ

リ
ー
に
参
戦
す
る
車
両
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
B
D
F
）

と
し
て
使
用
す
る
。
こ
の
場
合
、
燃
焼
（
走
行
）
時
の
C
O
2

排
出
は
ゼ
ロ
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
1
0
0
％
使
用
し
、
走

行
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
、
約
60
％
の
環
境
負
荷（
C
O
2
）

低
減
に
貢
献
し
て
い
る
（
図
２
）。

　

T
L
C
は
2
0
0
7
年
よ
り
、
ラ
リ
ー
時
の
燃
料
に
、

B
D
F
を
使
用
し
て
き
た
。
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
2
0
1
2
大
会

で
は
、
T
L
C
は
ラ
リ
ー
車
に
B
D
F
1
0
0
％
使
用
し
、
総

距
離
約
8
4
0
0
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
り
き
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、

T
L
C
の
ラ
リ
ー
活
動
の
歴
史
に
お
け
る
第
一
歩
と
な
っ
た
。

※１ 菜種油から精製したBDFを使用　※2 一部区間は軽油で走行

■BDF使用実績
大会名 参戦台数 BDF使用台数 BDF使用比率

ダカール2007 ３台 １台 20％
ダカール2008 ２台 ２台 20％
ダカール2009 ２台 １台 20％
ダカール2010 ２台 ２台 20％
ダカール2011 ２台 ２台 100％
ダカール2012 ２台 ２台 100％

※1

※２

ディーゼル燃料100％ バイオディーゼル100％

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0

燃料製造
燃料燃焼

燃料燃焼7.9

燃料製造0.5 燃料製造3.4

マイナス
60％

燃料燃焼0



　舞台はアルゼンチンからチリへ。前半戦最後の戦いとなる７日は
SSの途中にある舗装路をはさんで大きく２つのパートに分かれる。
特に後半は砂丘の傾斜が厳しく前半戦の山場。登坂ルートを探しな
がらの走行で、その間に他車と接触しパンクする不運もあったが部
門※1１位でゴールを迎えた。翌日は休息日で後半戦に向けマシンを
整備。午前中に作業を済ませ、メンバーもつかの間の休みを得た。

第7ステージ
コピアポ～
コピアポ（598km）

休息日
コピアポ1/7･8

　９日はアンデスの山麓部を北上するステージで、雨による泥沼や
フェシュフェシュの続く山越えでペースが上がらない。それでも着
実な走りで部門※1トップ。続く10日は雨で橋が流されるなどルー

急斜面の砂丘を下る１号車。スタッ
クもあったがリードを広げた。

第8ステージ
コピアポ～
アントファガスタ（686km）

第9ステージ
アントファガスタ～
イキケ（566km）1/9･10

　大会も大詰め、13日は
30kmにわたる砂地が続く
難関の砂丘が待ち構える。
１号車は慎重に走るがラジ
エーターからの冷却水漏れ
が発生。応急処置をするも
砂丘でスタックし、脱出に
手間取りトップの座を明け
渡すことに。逆転を狙う
14日は砂地と砂丘を慎重
に走行。後方スタートから
猛追し、SS※2部門１位と
意地の走りを見せた。

最終ゴールまであとわずか
のところで不運が襲った。
だが、１号車は最後まであ
きらめず力走を続ける。

第12ステージ
アレキパ～
ナスカ（686km）

第13ステージ
ナスカ～
ピスコ（352km）1/13･14

メカニックに状況
を説明するゲネッ
クナビ。残りのス
テージを考えると
表情も厳しい。

第14ステージ
ピスコ～
リマ（283km）1/15

車検
マル・デル・プラタ

12/29 スタートセレモニー
マル・デル・プラタ12/31

休息日に定期交
換部品の交換を
はじめ、車両の
点検整備を行う
メカニック。後
半戦に備え、車
両は完全にリフ
レッシュされた。

トが急遽変更され、競技区
間としては今大会で最長の
606kmとなった。１号車
は砂丘でのスタックもあっ
たが、無事部門※1トップで
ゴールした。

　前日転倒を喫した２号車は、
ロールバーが折損し修復不能と
判断。チームはリタイアを決断
し、残る１号車に全力を注ぐこ
とに。５日目のフィアンバラは
アルゼンチン最後のステージで、
パウダーサンドの大砂丘越えが
ある難所。１号車は砂丘越えで
バンパーを変型させたが順調に
走破した。６日は雪により国境
が閉ざされ、競技がキャンセル。
迂回路で次の目的地へ向かった。

第5ステージ
チレシト～
フィアンバラ（423km）

第6ステージ
フィアンバラ～
コピアポ（641km）1/5･6

大きな砂丘を越える１号車。40℃の酷暑
に水温が上昇するも無事ゴール。

　11日はチリの最終ス
テージ。１号車は順調に
走行したが砂丘区間の中
にある台地で多くの車両
と同様ルートを見失う。
さらにラジエーターの冷

第10ステージ
イキケ～
アリカ（694km）

第11ステージ
アリカ～
アレキパ（598km）1/11･12

トラブルによる遅れを最小限に
抑え着実にゴールをめざす。

却水漏れで処置に時間を費やしたが、部門※1１位をキープした。
12日は前日のトラブルによる遅れで後方からのスタートとなったが、
埃の中で車両を次々にパス。部門※1トップの座を保った。
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　競技は１月１日にマル・デル・プラ
タから約150km離れた海岸沿いをス
タート。１号車の三橋／ゲネック組は
不運なタイヤトラブルに見舞われるが、

今年も無難なスタートを切ったTLC
順調に１号車が序盤でトップに立ったが
チームにとっては試練の戦いとなった

前年までのアルゼンチン、チリに
新たにペルーを加え

３カ国を舞台に開催された今大会
スタートからゴールまで

約8,400kmの行程を振り返る

ダカールラリー2012 大会概要
開催日程：2012年１月１日～15日（15日間）
走行距離：8,374km（競技区間4,191km）

戦い抜いた
15日間の記録

　マル・デル・プラタ
のコロン広場で行われ
たスタートセレモニー。
１台ずつ紹介を受け、
スタートを切るもので、
TLCの２台は夕暮れ
の午後７時頃登場。大
勢の観客が見守る中、
スタートした。

車検のチェックを受
けるシャロワチーフ
メカニックと見守る
三橋ドライバー。

従業員からの激励メッセージ
が書かれたチーム旗をスター
ト台で掲げる１号車の三橋／
ゲネック組。

　柔らかいパウダーサンドのフェシュフェシュでいっぱいの枯れ川
や道のない土漠、固い土など変化に富んだ標高3400mに及ぶ高地
を通過。１号車は途中転倒した２輪車をよけてパンクしたが部門※1

幸いにも乗員にケガはなかった
が、傷ついた車両の外観でその
転倒の激しさがうかがえる。

第１ステージ
マル・デル・プラタ～
サンタ・ロサ・デ・ラ・パンパ（856km）

第２ステージ
サンタ・ロサ・デ・ラ・パンパ～
サン・ラファエル（776km）1/1･2･3

第4ステージ
サン・ホアン～
チレシト（714km）1/4

２号車の寺田／田中組は、第１ステージで部門
２位と好調な滑り出しで競技をスタート。

１号車の健闘を讃える水嶋会長（中央）。

第3ステージ
サン・ラファエル～
サン・ホアン（501km）

２台そろって順調な出足
３日目で１号車が部門首位

アンデス山麓で２号車にアクシデント

観客の声援を受け
長い道のりの幕開け

２台とも車検をクリアし
いよいよ戦いの舞台へ

第３ステージでSSワン・ツーを決
め、談笑するふたりのドライバー。

２号車無念のリタイア、１号車は首位堅持

前半戦を終え、トップで折り返し

連日の市販車部門首位でリードを拡大

いよいよペルーへ。部門トップを維持

ナスカの砂丘に
足をすくわれ首位陥落

激走も届かず、市販車部門２位でゴール

慌てず着実にステージをクリア。砂丘、岩場、ワジ（枯れ川の底）
など路面が多彩に変化する中、TLCの２台は手堅く走行を重ね、
３日目を終えて１号車が累計で市販車部門１位、２号車が３位でア
ンデス山麓へ臨むことに。

１位でゴール。一方、こ
れまで順調だった２号車
がステージ途中で転倒す
るアクシデントが発生し
たが、部門※1８位で何と
か完走を果たした。

　最終SS※2を部門１位で終え
た１号車だったが惜しくも逆転
はならず。リマの旧市街にある
広場に設けられたポディウムで
ゴールセレモニーが行われ、日
本から激励に訪れたトヨタ車体
水嶋敏夫会長も壇上に上がり、
チームの健闘を讃えた。

　アルゼンチンのマル・デ
ル・プラタ市に設けられた
特設会場で、車両検査が行
われた。実質的な車検は事
前に済んでいるため、装備
品や車両の確認が主な内容。
終了後、TLCの２台は隣
接する車両保管場（パルク
フェルメ）に移動。スター
トを待つばかりとなった。

※２ SS…スペシャルステージ（競技区間）

※1 部門…累計市販車部門順位
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2012チーム体制

強固なチームワークの
精鋭メンバー

昨年、体制を新しくしたTLCは、2012年のダカールラリーに
同じメンバーで臨むことで、結束力をより強くした

ただひとつの目標に全員が一丸となって進む
いずれも厳しい戦いを勝ち抜くために集いし精鋭たちだ

We are TLC
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メカニック＆アシスタントクルー

1978年11月７日生　
福岡トヨタ自動車

１号車担当メカニック。阪本メカ同
様、福岡トヨタ自動車より派遣され、
今回が初のダカール挑戦となった。
１年間の訓練の結果を発揮すべく、
熱い闘志をラリーにぶつける。

丸山 昭寿 
AKIHISA MARUYAMA

1983年５月28日生　
福岡トヨタ自動車

１号車担当メカニック。福岡トヨタ
自動車から派遣され、ダカールは前
年に続いて２年目の挑戦。今大会に
も若さで正面からラリーに向き合う。

阪本 歓喜 
KANKI SAKAMOTO

チーム監督

1969年６月27日生　
トヨタ車体 広報室

2008年チーム監督に就任。日本リー
グに属する同社ハンドボールチーム
の選手として活躍した経験を生かし、
選手が最大限の力を発揮できる環境
を作ることに取り組む。

森 達人 
TATSUTO MORI

メカニック＆アシスタントクルー

ペドロ・アンブロシオ 
OLIVERA AMBROSIO

カミオンクルー

ミッシェル・ボージョン 
MICHEL BEAUJEAN

メカニック＆アシスタントクルー

ニコラ・パティ 
NICOLAS PATY

カミオンクルー

ローラン・ソイエ 
LAURENT SOHIER

カメラマン

志水 久 
HISASHI SHIMIZU

チーフメカニック

フィリップ・シャロワ 
PHILIPPE CHALLOY

メカニック＆アシスタントクルー

パスカル・ブロア 
PASCAL BEUROIS

カミオンクルー

エリック・デリゾッティ 
ERIC DELI-ZOTTI

コーディネーター

奥地 博之 
HIROYUKI OKUCHI

チーム代表

1957年２月３日生　
トヨタ車体 執行役員

ダカール2011よりチーム代表に就任。
就任以来、“和の結束力”を合言葉
にチームを支える。

太田 力 
CHIKARA OTA

「夢」と「感動」を届けたい

　ダカールラリー2012では、残念ながら
市販車部門７連覇は達成できませんでした
が、１号車がBDFを100％使用して完走を
果たし、市販車部門２位という成績でゴー
ルいたしました。今回の結果を大きく飛躍
するためのチャンスと受け止め、次回の参
戦では首位奪還を目指してまいります。

　応援頂いた皆様、ならびにスポンサーや
関係者の皆様の温かいご支援に改めて御礼
申し上げます。ご声援ありがとうございま
した。今後ともよろしくお願いいたします。

　トヨタ車体にとって、ダカールラリー参戦
はランドクルーザーの耐久試験そのものであ
るとともに、TLCの活動は、従業員の一体
感醸成、人や地域をつなぐことなど、さまざ
まな役割を担っていると考えております。
　TLCがダカールラリーに挑戦することは、
ファンの皆様、スポンサーや関係者の皆様、
そして当社の従業員へ「夢」や「感動」をも
たらす大切なものであり、皆様とより多くの

「喜び」を分かち合うための重要な活動と考
えています。今後も引き続き市販車部門にこ
だわった参戦活動を進めていきます。

網岡 卓二 TAKUJI AMIOKA   トヨタ車体株式会社 取締役社長　

1号車 (No.339) ２号車 (No.342)

ドライバー

ナビゲーター

1954年３月21日生　

フランス人ナビゲーター。総合優勝
争いに加わるチームでの経験もある
ダカール参戦歴25年のベテラン。
TLC加入後も、正確かつ的確なナビ
ゲーションでチームに貢献している。

アラン・ゲネック 
ALAIN GUEHENNEC

1970年７月２日生　

三橋 淳 
JUN MITSUHASHI

2001年にライダーとしてダカール
ラリーへ参戦、04年４輪部門へ転向。
07年TLC加入以来、３度の市販車
部門優勝の実績が示す通り、ランド
クルーザーを誰よりも巧みに操る。

ドライバー

ナビゲーター

1983年９月14日生　
トヨタ車体 広報室

社内公募で選抜された社員ナビ。ダ
カール2011でデビューした。前大会
の経験をばねに今大会へ挑戦した。
自身でもランドクルーザー80を所有し
ている。

田中 幸佑 
KOSUKE TANAKA

1968年11月５日生　

寺田 昌弘 
MASAHIRO TERADA

2011年にTLCへ加入。1997年にプ
ライベーターとしてダカールラリーに
初参戦。ドライバー･ナビゲーター双
方で出場し、モンゴルラリーにプリ
ウスで出場など、様 な々経験を持つ。
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ファラオラリー参戦 2011年10月３日～10月８日
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　愛知県豊田市のさなげアドベンチャーフィールド（SAF）で、ダ
カールラリー2012参戦記者発表会を行った。当日は、フランス人メ
カニック以外の選手全員が集結。７連覇達成という大きな目標に対す
る意気込みを、集まっていただいた記者の方々へ伝えた。
　太田チーム代表は、「３月の大震災など厳しい環境だからこそ、世
界に挑戦し、感動を分かち合いたい」と思いを伝えた。森監督は、「今
回、ダカールラリーに参戦できることは会社の理解や多くの方の協力
のおかげ」と、感謝の気持ちを示しながら、７連覇挑戦への意気込み
を語った。

記者の方は、実際のラリー
車の助手席に乗り込み、凸
凹に荒れたコースをラリー
さながらのスピードで走り
を体感。また運転体験を開
催し、田中ナビによるナビ
ゲーションで、ラリーの道
を探す楽しさを知っていた
だいた。

参戦記者発表会 2011年12月15日

　ダカールに向けた最
終調整として、フラン
スのパリ郊外にあるオ
フロードコースでチー
ムミーティングと最終
走行確認を実施。市販
車部門７連覇に向けて
チーム一丸となって戦
うことを誓い合った。 森監督を中心にチームの意識統一を再確認。

フランス最終訓練 2011年11月15日

時間の許す限り、徹底的に走りこんだ。新型ブレーキパッドの感触も良く、
ドライビングに手応えを感じた。

ラリー車に不具合がない
か確かめる1000km以上
の慣熱走行を行った。

完成したばかりのラリー車の初走行。
走りの感触を確認した。

　TLCダカールラリー2012の参戦壮行会が本社隣接の健保会館で開催
され、網岡社長、社内のランクルファンをはじめとする社員250名が集
まった。チームメンバーの太田チーム代表、森監督、三橋、寺田 両ド

ライバー、ゲネック、田中 両ナビゲーター、そして福岡トヨタ自動車
の阪本、丸山 両メカニックに、市販車部門７連覇に向けた熱い声援が
送られた。

TLCチームメンバーへ従業員からの寄せ書きがされたチーム旗と社旗が贈られた。

　東日本大震災の影響で、例年実施していたモロッコ訓練を中止。国内での
訓練の充実を図った。各地のオフロードコース施設を利用して、走行訓練や
新型ブレーキパッドのテストを実施した。また、新加入の丸山メカニックが
ラリー車両特有の整備を学びながら、チーム全体のスキルアップを図った。

網岡社長、杉田常務が激励に来訪した。

第５ステージまでの１号車は、超
高速ステージでも改造車などのパ
ワーに勝る他車勢を10分近く引
き離し、総合２位、市販車部門１
位で走行していた。

　ダカールラリーの前哨戦と
して、「ファラオインターナ
ショナルクロスカントリーラ
リー2011」に参戦。10月３
日に３大ピラミッドで有名な
ギザをスタートし、６日間の
本格的な灼熱の砂丘ステージ
を走破。10月８日、再びギ
ザにゴールするまで、総走行
距離約2,000kmに及ぶ戦い
だった。５日目までは２台と
も順調に走行していたが、最
終日、１号車にまさかのメカ
トラブルが発生。結果は２号
車が市販車部門４位、１号車
が同部門５位となった。

２号車は第２ステージでのマキシ
マムタイムオーバーや、ミスコー
スやスタックを喫するものの、無
事に全ステージを走破。

ダカールラリー本番を想定したトラブルに備えるべく、訓練を実施。
タイムロスを最小限にするために、作業手順を確認した。

ダカールラリーに挑んだディーラーメカニック　～ラリーを振り返って～

阪本 歓喜 
福岡トヨタ自動車（株）

丸山 昭寿
福岡トヨタ自動車（株）

ダカールラリーの過酷な環境での車両整備を経験させていただき感謝し
ています。さまざまなトラブルへの対応、予防整備の重要性など普段の
仕事でも活かすことができる貴重な経験ができました。そしてメンバー
との出会いも、私の大切な宝物になりました。

今年も絶対優勝という思いで挑みましたが、惜しくも優勝することがで
きませんでした。しかし、今回の悔しい結果は今後の人生で絶対に自分
にとってためになると思います。すばらしい経験を積むことができまし
た。応援ありがとうございました。

TLCダカール参戦壮行会 2011年12月16日

TLCは2011年の戦いが終わると
2012年の大会に向けて動き始めた

輝かしい栄冠をつかみとるため
さまざまな訓練や準備を積み重ねた

ダカールラリー2012に向けた
１年間のプロジェクト

2

■ファラオラリー累計順位
１号車（No.304）三橋 淳／アラン・ゲネック ２号車（No.312）寺田 昌弘／田中 幸佑

クラス※1 市販車部門※2 総合 クラス 市販車部門 総合
4位 5位 13位 ３位 4位 11位

※1 市販車部門ディーゼルクラス
※2 市販車部門（ガソリンクラスとディーゼルクラスを合わせたカテゴリー）
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Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
参
戦
車
両
は
フ

ラ
ン
ス
、
パ
リ
近
郊
に
あ
る
競
技
用
専
門
の
車

両
製
作
会
社
「
Ｄ
Ｍ
Ｃ
」
で
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
は
ラ
リ
ー
実
戦
の
ほ
か
、
テ
ス
ト

や
海
外
訓
練
に
赴
く
際
の
備
品
や
ス
ペ
ア
パ
ー

ツ
を
準
備
す
る
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、

日
本
に
本
拠
を
置
い
て
海
外
ラ
リ
ー
参
戦
活
動

を
行
う
Ｔ
Ｌ
Ｃ
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
だ
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
は
ド
ゥ
ニ
・
マ
テ
ィ
オ
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
略
で
、
オ
ー
ナ
ー
の
マ
テ
ィ
オ

氏
に
よ
っ
て
１
９
７
２
年
に
設
立
さ
れ
た
。
パ

リ
南
東
部
の
ラ
ニ
ー
に
あ
る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、

地
上
２
階
地
下
１
階
の
建
屋
に
１
８
０
０
㎡
の

車
両
組
み
立
て
用
ス
ペ
ー
ス
と
１
０
０
０
㎡
の

エ
ン
ジ
ン
組
み
立
て
室
／
テ
ス
ト
ベ
ン
チ
を
擁

し
、
各
種
工
作
機
械
も
完
備
。
マ
テ
ィ
オ
氏
と

８
人
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
よ
り
、
競
技
車
両
の
開

発
・
製
作
の
ほ
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ギ
ア
ボ
ッ
ク

ス
や
エ
ン
ジ
ン
Ｅ
Ｃ
Ｕ
、
各
種
試
作
品
の
製
作

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
マ
テ
ィ
オ
氏
は
長
年
プ

ジ
ョ
ー
の
耐
久
レ
ー
ス
向
け
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

1ダカールラリーをはじめ、TLCの海外ラリー
活動の拠点となるDMC。ダカールラリーの車両
もここから旅立っていく。
2DMCを率いるドゥニ・マティオ氏。競技用の
車両やパーツの開発・製作、エンジンのチューニ
ングなど、その道のプロフェッショナルだ。
3ファクトリーの中には、TLCとともに戦った
ラリーの写真をはじめ、DMCの活動の歩みがわ
かる数々の写真が飾られている。
4阪本メカニックもダカールラリーに向け、車両
のチェックに余念がない。
5ファクトリーでさまざまな確認を行う田中ナビ
ゲーターやシャロワチーフメカニック。相互理解
を深め、競技に向けて万全の態勢を整える。

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
D
M
C
は
ク
ー
ペ
・
ゴ

ル
デ
ィ
ー
ニ
の
ロ
ー
ル
バ
ー
製
作
～
組
み
込
み

を
皮
切
り
に
シ
ト
ロ
エ
ン
の
Ｃ
Ｘ
、
ヴ
ィ
ザ
、

Ａ
Ｘ
な
ど
数
々
の
ラ
リ
ー
車
の
開
発
～
製
作
を

行
っ
て
き
た
。

　

１
９
８
８
年
か
ら
は
ト
ヨ
タ
・
フ
ラ
ン
ス
の

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
参
戦
車
両
の
製
作
に
関
わ
り
、

車
体
関
係
や
エ
ン
ジ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
担
当
。

Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
前
身
で
あ
る
チ
ー
ム
・
ア
ラ
コ
／
ト

ヨ
タ
・
チ
ー
ム
ア
ラ
コ
も
95
年
の
参
戦
当
初
は

ト
ヨ
タ
・
フ
ラ
ン
ス
に
車
両
製
作
を
委
託
し
て

い
た
が
、
96
年
に
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
サ
ラ
ザ
ン
氏

が
ド
ラ
イ
バ
ー
兼
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任

す
る
と
同
氏
の
紹
介
（
サ
ラ
ザ
ン
氏
は
ト
ヨ
タ

・
フ
ラ
ン
ス
競
技
部
門
の
元
従
業
員
で
Ｄ
Ｍ
Ｃ

の
技
術
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
）
に
よ
り
Ｄ

Ｍ
Ｃ
で
設
計
製
作
す
る
体
制
に
移
行
し
た
。

　

そ
の
後
２
０
０
４
～
２
０
０
８
年
大
会
向
け

の
車
両
製
作
は
ト
ヨ
タ
・
フ
ラ
ン
ス
主
体
で
行

わ
れ
た
（
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ム
な
ど
主
要

な
専
用
部
品
の
製
作
は
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
請
け
負
っ
て

い
た
）
が
、
同
社
競
技
部
門
の
活
動
休
止
に
伴

い
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
・
市
販
車
部
門

仕
様
の
開
発
（
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
２
０
０
９
年

大
会
で
の
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
２
０
０
８
年
央

に
試
作
車
両
で
実
戦
２
戦
を
含
む
走
行
テ
ス
ト

を
実
施
）
か
ら
は
再
び
Ｄ
Ｍ
Ｃ
に
拠
点
を
移
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
車
体
と
Ｄ
Ｍ

Ｃ
の
協
業
体
制
で
開
発
さ
れ
た
Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
ラ
ン

ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
に
は
ト
ヨ
タ
・
フ
ラ
ン

ス
時
代
か
ら
連
綿
と
築
か
れ
て
き
た
ダ
カ
ー
ル

ラ
リ
ー
で
の
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

TLCと共に歩む
プロ集団DMC

ダカールラリーをはじめ、日本から遠く離れた地で戦うTLCは
競技経験の豊富な海外のプロフェッショナルと長年にわたって協力し戦ってきたのである

チームのベースとなるファクトリー

1

3

4

2

5
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過酷な環境下で行なわれるダカールラリー
この厳しく長い道のりを戦い抜くには強力な支えなしに語ることはできない

物品・技術支援企業

過酷な戦いに挑む
TLCの強力なサポート

エンジンオイル

MOTUL

大排気量・過給エン
ジンに適したエンジ
ンオイル、300Vコン
ペティションをはじめ、
ミッション、トランス
ファー、デフ用など
の油脂類全般、並び
にエンジン用クーラン
トにモチュール製品を採用。なかでも耐熱性に優
れた添加剤配合のデフオイルは、高温になりがち
なフロントデフでも余裕の性能で安心感をもたらす。

ハンドツール

峰澤鋼機

工具商社の峰澤鋼
機はドイツ・スタ
ビレー社製工具、
タイヤ交換等で使
用するマキタ製電
動インパクトを供
給。TLCラリー
車に搭載され、ク
ルーによる緊急措置などに効果を発揮する。

シートクッション／キャメルバッグケース

野口装美

バイク用カスタム
シートの名門で、
特殊な材料を用い
て、各乗員の骨格
に合わせて適切な
面圧分布に調整し、
シートクッションの
チューニングを行う。
そのシートは１日８～10時間の悪路走行という状
況下で、疲労低減に確かな効果をもたらす。

ShieldPRO

NEC

防滴、防塵、耐衝撃、
耐震動仕様で常に
砂塵が舞うような
環境でも動作可能
なNEC製Shield 
PRO。このパソコ
ンはランクル同様、
堅牢性、信頼性、
耐久性を兼ね備え、ラリー車両の開発を始め、ビ
バーク地での情報収集、データ整理、戦略立案な
ど重要な役割を担った。

シートベルト［MPH-341W：２シーター用４点式競技用フル
ハーネス／CS-361：６点式クロッチストラップ（股ベルト）］

タカタ

ホールド性が高く
それでいてしなや
かなベルトは、岩
場や砂丘などの凹
凸の激しい過酷な
路面を走るダカー
ルラリーにおいて
も安心感を与え、
積極的な走りをサポート。緩みにくいアジャスター
や薄型のレバーリリース式丸バックルなど、安全
快適で優れた機能性が特徴だ。

フロントサスペンションアッパーサポート／
ターボリストリクター

トピア

最先端の技術で構
想から生産まで、
モノ作りをトータ
ルサポートするト
ピア。世界一過酷
といわれるダカー
ルラリーで、その
高い精密加工技術
が活かされたサスペンションパーツや、ターボ
リストリクターが搭載されている。

コイルスプリング

中央発條

黄色に塗られたフロ
ント＆リヤのコイルス
プリングは中央発條
製によるラリー専用
開発品。優れた靭性
（粘り強さ）を備え、
折損などのトラブル
とは無縁の高品質が
自慢だ。ダカールラリーのあらゆる路面での操安
性・追従性を確保するサスペンションに欠かせな
いスプリングだ。

キャンプ用品

モンベル

過酷な環境での生
活を余儀なくされ
るダカールラリー。
約２週間にも及ぶ
テント生活を支え
るのは、モンベル
製のキャンプ用品。
エアマットやシュ
ラフは、睡眠の快適性をサポートし、日々疲労
が蓄積されるチームメンバーの疲れを癒す。

各種チームウェア

PEF

チームウェアであるT
シャツの製作やレーシ
ング用品のサポートを
行うPEF。デザイン性
も優れ、高気温50℃
となる環境の中、吸汗
速乾で機能的なTシャ
ツはチームメンバーに
も好評である。

各種チームウェア

TBユニフォーム

TLCのチームウェアで
あるピットシャツやメ
カニックウェアを製作
しているトヨタ紡織ユ
ニフォーム。オリジナ
ルのピットシャツは、
詳細までこだわったデ
ザインを実現しており、
チームの公式の場で使
用され、人気も高い。

ブレーキパッド

エンドレスアドバンス

砂、土、岩…ふた
つとして同じ路面
のないダカールラ
リーでは、高度な
性能が求められる
ブレーキパッド。
ランドクルーザー
200でテストを繰
返したエンドレスのブレーキパッドは、確実な
制動性と絶大な安心感をドライバーにもたらす。

ホイール

エンケイ

TLCラリー車の足
元を支えるホイー
ルはエンケイ製専
用のマグネシウム
鍛造ホイール。
F1、GT、WRC
で培ってきた技術
を惜しみなく投入
したホイールは、世界一過酷と言われるダカー
ルラリーでも申し分の無い耐久性と信頼性を兼
ね備える。

ヘルメット［GP-J2］

アライヘルメット

車両の転倒が珍しく無
いダカールラリー。乗
員の安全を確保するた
めに使用するのは、４
輪競技用の新世代オー
プンフェイスモデル、
GP-J2。FIA公認競技
出場可能なスネルSA
規格を取得しているこのモデルは、暑い車内で
の快適性や内装を簡単に取り外せるイージーメ
ンテナンスなどの特徴を持つ。

ショックアブソーバー

KYB

サスペンションに
は、KYB製別体
式リザーバータン
ク付ショックアブ
ソーバーを採用。
２年以上に渡るテ
ストを繰返し、ダ
カールラリーで想
定される猛烈な砂塵に対する対ダスト性能の確
保や、あらゆる路面での操安性・追従性・耐久
性を確保する。

ポカリスエット／アミノバリュー／カロリーメイトゼリー
／エネルゲンゼリー／SOYJOY（大塚製薬製品）

大塚食品

ラリー走行中のド
ライバー、ナビゲー
ターの栄養補給、
水分補給飲用にさ
れている。ゼリー
はスタート前の短
時間でも簡単に栄
養補給することが
でき、ポカリスエットは発汗により失われた水
分、イオン（電解質）をスムーズに補給できる。

G-SHOCK GW-9300-1JF

カシオ計算機

マッドレジスト（防塵・防泥）
構造を採用し、地球上で最
も過酷な環境のひとつであ
る砂漠での使用を想定した
モデル。新たに方位計測、
温度計測機能が搭載され、
ラリー中にナビゲーターの
情報収集ツールの一つとし
て、大きな役割を担う。引張耐久力に優れるカー
ボンファイバーインサートバンドを採用し、耐久
性を向上させている。

各種スポーツウェア

コロンビアスポーツウェアジャパン

標高4800mを越える
アンデス山脈では朝晩
は冷え込むが、日中の
気温は40度以上。さ
らにアタカマ砂漠の砂
嵐、パンパの雨、激し
い寒暖差などダカール
ラリーのウェアにはあ
らゆる面で高い性能が
求められる。

ニックが使用するグローブやテープ類は、便利
で使用しやすく、愛用者が多い。

生活用品／日本食

シマツ

ビバークでのキャ
ンプ生活がベース
となるダカールラ
リーで、チームの
生活を支えるのは
シマツから提供さ
れる様々な生活用
品や日本食。メカ

（略称、読みの五十音順）


